
官⺠共創プロジェクト推進研修会
令 和 ６ 年 度 � 地 域 連 携 協 働 事 業 創 出 事 業

なぜ今
“官⺠共創”が必要なのか

茨城県⽔⼾⽣涯学習センター
⽔⼾市三の丸1-5-38 茨城県三の丸庁舎３階

会場50名
オンライン（Zoom）90名

参加無料

「最⾼にワクワクする茨城をつくろう。
�����〜官⺠共創の今を知って未来を考える〜」

〒310 -0011 茨城県⽔⼾市三の丸1-5 -38 茨城県三の丸庁舎３階

お問合せ∕9:00〜21 : 00 休所∕⽉曜（祝⽇・振替休⽇の場合は翌⽇）

茨城県⽔⼾⽣涯学習センター TEL �029 -228 -1313

講師：伊藤�⼤貴 ⽒
株式会社ソーシャル・エックス 代表取締役 
株式会社ソーシャル・エックス総研 代表取締役

⽇時

定員

会場

参加対象

令和６年５⽉２４⽇（⾦）13:30〜16:00

⾃治体、教育機関、NPO、
官⺠共創・SDGs経営・パーパス経営に関⼼をお持ちの事業者

地域や社会の課題が多様化・複雑化する今、官⺠共創が求められる社会的背景や政府・企業・他の⾃治
体の動きと事例、官⺠共創を進めるにあたって必要なマインドセットや成功に導くための具体的な⽅法
を学びます。
会場参加の⽅は、講演・トークセッション終了後に、講師や参加者同⼠の交流会を予定しております。
情報共有、ネットワークづくりの場としてぜひご参加ください。

なぜ今“官⺠共創”が必要なのか

2002年早稲⽥⼤⼤学院（理⼯学）修了後、⽇経BP。2007年より横浜市議会議員3期10年。
2017年横浜市⻑選⽴候補後、いくつかの起業を経て「逆プロポ」を⽴ち上げソーシャル・
エックスを創業。世界銀⾏や新経連、経済産業省、各地⽅経産局、⽇経BP、時事通信社、
東海若⼿市⻑会、政府主催勉強会など講演多数。
著書に『ソーシャルX』『スマートシティ2025』『⽇本の未来2021-2030』等。⽇経
ビジネス『伊藤⼤貴のソーシャルX』、時事通信社iJAMP『オピニオン』にて連載中。
⽂科省「DX⼈材養成プログラム開発・実証事業」有識者。武蔵⼤学客員教授、吉備国
際⼤学⾮常勤講師で「官⺠オープンイノベーション論」「メディア論」を担当。
ARCHメンター。世界銀⾏TDLCシニアアドバイザー。

お申込みはこちら


